
SH用 RTLinuxクロス開発環境の構築

GPG-SH03R(SH-4 搭載 CF 型 CPU ボード用ソフトウェア (RT Linux))と DMG-
ZSH01(CPZ-SH03 Linux 開発キット)を使用して、各種ディストリビューション上に
CTP/CPZ-SH03用の RTLinuxクロス開発環境を構築する手順を説明します。
尚、各種ディストリビューションは、当社製 PentiumM 搭載 CPU モジュールを使用して
行っています。

また、すべてのディストリビューションで、OS起動後、rootでログインして操作していま
す。

注) 記載している内容は、動作の保証はありません。使用される場合は、すべて自己責任で
お願いします。

　弊社Web siteからファイルをダウンロードする場合は、ユーザ IDを取得してください。

1. Debian Sarge編

1.1 クロス開発環境に必要なコードを準備
まず、GPG-SH03Rに収録している kernel関連のファイル類を所定のディレクトリにコ
ピーします。

GPG-SH03Rを USB接続 CDドライブにセットし、CTP/CPZ-SH03(以降、CPUモジュ
ール)に接続した後、mount /cdromと実行します。
mkdir aaa ; cd aaa ; tar zxf /cdrom/deb-pac-cf-rt-linux-sh03-20051025.tar.gzと実行し、
アーカイブファイルを展開します。(20051025は、ご使用の GPG-SH03Rに収録された
ファイル名に合わせてください)
※ ”aaa”は、ファイルを展開するためだけに作成した一時指定の任意のディレクトリ名で
す。他の名前を指定されても問題ありません。

ls usr/src/と実行すると、linux-2.4.17と rtlinux-3.2-pre1が存在する事がわかります。
この２個のディレクトリを、/usr/src/に移動します。
mv usr/src/* /usr/src/

最後に、umount /cdrom ; eject /cdromと実行し、GPG-SH03Rを取り出します。



(実行例)

1.2 クロスコンパイラ等の準備
次に、DMG-ZSH01 に収録しているクロスコンパイラ等のパッケージをインストールし
ます。

DMG-ZSH01 を USB 接続 CD ドライブにセットし、CPU モジュールに接続した後、
mount /cdromと実行します。
ls /cdrom/cpz-cross-tool/deb/で、*.debファイルを確認できます。



cd /cdrom/cpz-cross-tool/deb/ ; dpkg -i *.debと実行し、これらのパッケージをインスト
ールします。

/usr/sh-linux/include/asm と linux のシンボリックリンクを、GPG-SH03R からコピー
した linux-2.4.17の includeに変更します。実行例は、以下の通りです。

①

②

③



① 現在のリンク先を確認。

② リンク先を/usr/src/linux-2.4.17/include/asmと linuxに、それぞれ変更。
③ 変更後のリンク先を確認。

最後に、umount /cdrom ; eject /cdromと実行し、DMG-ZSH01を取り出します。

2. Vine v3.2, Red Hat Linux v9, Red Hat Enterprise Linux ES v4, Fedora Core 5編
これらのディストリビューションは、ほとんど同じ手順で行います。主な違いは、USB
接続 CDを自動認識するかしないかと、自動認識した場合のマウント先です。

環境によっては、Fedora Core 5の場合、USB接続 CDをセットしても自動マウントし
ないので、mount -t iso9660 /dev/scd0 /mnt/でマウントしています。
ejectは、/dev/scd0で指定しました。

Vine v3.2の場合、USB接続 CDをセットすると、デスクトップ上に USB-CDのアイコ
ンが現れます。当社確認環境では、自動的に/mnt/USB_CD-ROM_210PU-scd0/にマウン
トされました。

以下は、umount, ejectの実行例です。



Red Hat Linux v9の場合、USB接続 CDをセットした後、mount /mnt/cdromでマウン
トします。マウントすると、デスクトップ上に CDROMのアイコンが現れ、CDROM内
のファイル一覧を表示します。

umountは umount /mnt/cdrom/で、ejectは eject /mnt/cdrom/で行います。

Red Hat Enterprise ES v4の場合、USB接続 CDをセットすると、デスクトップ上に
CDROMのアイコンが現れます。当社確認環境では、自動的に/media/CDROM/にマウン
トされました。

以下は、umount, ejectの実行例です。

ここからは、Fedora Core 5を使用して説明します。mount, eject, マウント先のディレ
クトリは、ご使用のディストリビューションに合わせて、読み替えてください。



2.1 クロス開発環境に必要なコードを準備
まず、GPG-SH03Rに収録している kernel関連のファイル類を所定のディレクトリにコ
ピーします。

GPG-SH03Rを USB接続 CDドライブにセットし、CTP/CPZ-SH03(以降、CPUモジュ
ール)に接続した後、mountします。

mkdir aaa ; cd aaa ; tar zxf /cdrom/deb-pac-cf-rt-linux-sh03-20051025.tar.gzと実行し、
アーカイブファイルを展開します。(20051025は、ご使用の GPG-SH03Rに収録された
ファイル名に合わせてください)
※ ”aaa”は、ファイルを展開するためだけに作成した一時指定の任意のディレクトリ名で
す。他の名前を指定されても問題ありません。

ls usr/src/と実行すると、linux-2.4.17と rtlinux-3.2-pre1が存在する事がわかります。
この２個のディレクトリを、/usr/src/に移動します。
mv usr/src/* /usr/src/

最後に、umount /mntを実行し、GPG-SH03Rを取り出します。

(実行例)



2.2 クロスコンパイラ等の準備
次に、DMG-ZSH01 に収録しているクロスコンパイラ等のパッケージをインストールし
ます。

DMG-ZSH01 を USB 接続 CD ドライブにセットし、CPU モジュールに接続した後、
mountします。
ls /mnt/cpz-cross-tool/rpm/で、*.rpmファイルを確認できます。

cd /mnt/cpz-cross-tool/rpm/ ; rpm -ivh *.rpmと実行し、これらのパッケージをインスト
ールします。



/usr/sh-linux/include/asm と linux のシンボリックリンクを、GPG-SH03R からコピー
した linux-2.4.17の includeに変更します。実行例は、以下の通りです。

①現在のリンク先を確認。

②リンク先を/usr/src/linux-2.4.17/include/asmと linuxに、それぞれ変更。
③変更後のリンク先を確認。

最後に、umount /mnt/ ; eject /dev/scd0と実行し、DMG-ZSH01を取り出します。

①

②

③



3. RTLinuxのサンプルプログラムを使用してクロスコンパイルする
クロス開発環境の確認用に、RTLinuxのコードをダウンロードし、クロスコンパイル～
実機での動作確認を説明します。

この操作は、各種ディストリビューションで違いが無いので、ここでは、Debianを使用
して説明します。

3.1 サンプルプログラムをダウンロードする
平成 18年 6月 時点では、ftp://ftp.rtlinux-gpl.org/pub/rtlinux/からサンプルプログラム
がダウンロードできます。GPG-SH03R は、RTLinux v3.2-pre1 なので、rtlinux-3.2-
pre1.tar.bz2をダウンロードします。
以下は、実行例です。この実行例では、rrr ディレクトリを作り、そのディレクトリに
wgetコマンドを使用してダウンロードしています。
※ ”rrr”は、ファイルを展開するためだけに作成した一時指定の任意のディレクトリ名で
す。他の名前を指定されても問題ありません。



次に、アーカイブファイルを展開します。

クロスコンパイルの実験は、./examples/frank で行います。./examples/frank/Makefile
の関係で、/usr/src/rtlinux-3.2-pre1/ディレクトリにコピーします。

./examples/frank/Makefileは、rtl.mkを使用しています。
/usr/src/rtlinux-3.2-pre1/rtl.mk は、SH のセルフコンパイル環境の設定になっているの
で、/usr/src/rtlinux-3.2-pre1/rtl.mkの真ん中あたりの CC = gccを CC = sh4-linux-gcc
に、終わり部分の LD = ld -ELを LD = sh4-linux-ld -EL、 AR = arを AR = sh4-linux-
arに変更します。(以下は、変更後の内容です)

準備が出来たので、RTLinux のサンプルプログラム(./example/frank)を、クロスコンパ
イルしてみましょう。



cdで frankのディレクトリに移動し、makeを実行します。

makeの実行で、frank_appと frank_module.oの 2つのファイルが出来ています。
fileコマンドで、それぞれのファイルのタイプを表示し、”Hitachi SH”の表示があれば、
SH用のクロスコンパイルは成功です。



3.2 クロスコンパイルした RTLinuxのサンプルプログラムを実機で動かす
CTP/CPZ-SH03 にセットしている CF に、USB 接続の CF リーダ/ライタ等を使用し、
上で作った frank_appと frank_module.oをコピーします。ここでは、/root/ディレクト
リにコピーしたものとして説明します。

コピーした CFを使って CTP/CPZ-SH03を起動します。
rootでログイン後、RTLinux本体のモジュールを組み込みます。

(RTLinux本体のモジュール組み込み完了)

rootでログインします。

“rtlinux start”で、RTLinux本体
のモジュールを組み込みます。



サンプルプログラム(frank)は、frank_module.oモジュールを組み込んだ後、frank_app
を実行する事で動作します。

この様な表示になれば、RTLinuxクロス開発環境上でのコンパイルは成功です。

4. 参考情報
Vine v3.2あるいは Red Hat Linux v9で、USB接続 CFリーダ/ライタで接続した CFを、
umountした時、”デバイス使用中”で umount出来ない事がありました。
この場合、“fuser -vm CFのマウントポイント”(例えば、fuser -vm /mnt/MCR-CF2-sda1)
と実行し、誰が使用しているか調べます。

[root@localhost root]# fuser -vm /mnt/MCR-CF2-sda1

                     USER        PID  ACCESS COMMAND
/mnt/MCR-CF2-sda1    root       1209  f....    fam
[root@localhost root]#

fam が使用していた場合、”fuser -km CF のマウントポイント”(例えば、fuser -km
/mnt/MCR-CF2-sda1)と実行すると、CFの umountができます。

franl_module.oの組み込み

franl_appの実行


